
いわてオリジナル品種ブランド化戦略  ＜ 銀河のしずく ＞  概要版  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略の期間： 

平成２７～２９年度 

 

 

 

   

 

 

１ 品種の特長が最大限に発揮できる「場所」 

・栽培適地は、品種の特長が最大限に発揮できる県中央部に設定 

・栽培適地内で戦略的に取り組むＪＡが、作付けほ場を選定 

２ 作付基準を満たす「人」 

・ＪＡが選定基準を満たした者を選定し、市町村長が推薦、県が登録 

３ 特Ａ評価を取得できる「栽培方法」 

・県が作成する「栽培マニュアル」の厳守 

・栽培研究会を通じた、品質と食味向上技術の徹底 

４ 信頼に応える「品質管理」 

・食味計を活用し、一定の品質を確保 

・異品種混入を防止するため、ほ場選定や機械施設清掃等の徹底 

・品質と食味を維持するため、自家採種や譲渡の禁止 

 

 

 

１ イメージ戦略に基づき統一イメージの重層的な発信 

・マスメディアやインターネットを活用した、ブランドイメージの発信と定着 

・栽培研究会活動の紹介など産地の顔が見えるＰＲ活動の実施 

・デビュー時から知事や農協五連会長等によるトップセールスを実施 

・ロゴマーク入りののぼり、ポスターなどＰＲ資材の作成、配布 

・いわて国体など、イベントを活用した積極的なＰＲ 

・希望郷いわて文化大使やお米サポーター等を通じた口コミによるＰＲ 

２ 早期ブランド化・ブランド定着に向けた連携と取組 

・お米マイスターや消費者等からの評価分析と情報共有 

・お米マイスターや米卸売業者を対象とした説明会の開催 

・作付農家による対面販売の実施 

・料理教室と連携した需要の確保 

・事前契約率向上に向けた取引先への定期訪問の実施 

３ ブランド価値を共有できる販売チャネルの開拓・ブランド価値の維持 

・県内観光地の宿泊施設や飲食店での利用拡大 

・米穀専門店等でのギフト商品の開発支援 

・県内外のこだわり飲食店の開拓 

・米卸売業者と連携した新規取扱店の開拓 

・多様な流通チャネルへ対応するための販売実証等の実施 

４ 消費者と生産者の絆の強化 

・生産販売キックオフを開催し、作付農家、消費者、流通業者の結びつきを強化 

・田植え、稲刈りなどの産地交流を通じた、複数年契約の拡大 

・作付農家が消費地に出向いて、対面販売や意見交換による評価分析 

・体験学習の受入促進 

３ 顧客が得られる満足 

・白くてつやがあり、飽きのこない「かろやかな口

あたり」と「ほのかな甘み」を楽しめるお米。 

・炊飯後に冷凍したごはんを電子レンジで温めて

も、おいしく食べることができる。 

１ 顧客ニーズ 

・美味しくて、値頃感のあるお米を買いたい 

・冷めても美味しいお米を買いたい 

・安心して買えるお米がほしい 

２ 生産環境・こだわり 

・北上盆地の中部から北部は、冷涼な気候のた

め、８月は昼と夜の温度較差が大きく、水稲がじ

っくりと時間をかけて登熟し、美しい黄金色にな

る。 

・たい肥や稲わらを投入した田んぼで、化学肥料

や化学合成農薬をできるだけ使わずに栽培した

お米。 

品種の特長： 

良食味（際立つ白さ、かろやかな食感）、耐病性・耐冷性が強い 

戦略でめざす姿： 

品質・食味ともに全国トップクラスの評価を獲得し、新しい岩手の顔として、県内外から広く愛されるお米 

 

 

 

１  想定する顧客 

【重点エリア】  県内、県外（首都圏、名古屋、大阪） 

【消費者】 

・お米が好きで興味関心があるが、お米選びに迷っている人 

・白くて、かろやかな食感のお米を求める人 

２ 顧客へのアプローチ 

【ブランドイメージ】  ～ 洗練されたお洒落なイメージ ～ 

・名称と特長にあったロゴマーク等の作成、発表 

・美味しさの見える化とブランドストーリーの作成 

・特長の表示と美味しい食べ方の提案 

美味しさを生み出す１０のポイント 

岩手の本気が生んだ「銀河のしずく」 

① 改良⇒白さと良食味を追求した品種改良 

② 太陽⇒稲の生長を促す輝く太陽 

③ 銀河⇒美味しいお米を育む銀河の夜空 

④ 空⇒澄んだ空気、爽やかに広がる青空 

⑤ 大地⇒元気な稲がすくすく育つ豊かな大地 

⑥ 肥料⇒美味しいお米を育てる肥料設計 

⑦ 水⇒清らかな水をたたえるたくさんの川 

⑧ 土⇒たい肥や稲わら等による土づくりの徹底 

⑨ 人⇒お米づくりに関わる人々の愛情 

⑩ 豊かな稔り⇒黄金色に輝く稲穂の波 

品種の基本コンセプト： 

白くて、つやがあり、「かろやかな口あたり」

と「ほのかな甘み」を楽しめるお米 

イメージ戦略： 

「白くてつややか、かろやかな食感。」そんなお米を開発した岩手県の本気度が、確実

に消費者の皆様に伝わり、食卓の新しい主役になるお米です。 

 

生産戦略： 

栽培マニュアルや栽培研究会での基準をしっかり守り、お米が好きな消費者の皆様

の期待に応える、特Ａ評価の美味しいお米を届け続けます。 

 

コミュニケーション戦略： 

銀河のしずくのブランドイメージや、産地の想いが伝わるプロモーションを展開し、より

多くのお客様に美味しさを実感していただきます。 

 

【生産計画】 

年度 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

面積：ｈａ 

（出荷：㌧） 

100 

（500） 

600 

（3,000） 

1,000 

（5,000） 

2,000 

（10,000） 

10,000 

（50,000） 

注．平成３０年以降の作付面積拡大に向け、種子の増産を検討中。 

【Ｈ２８作付予定ＪＡ】 

ＪＡ新いわて、ＪＡいわて中央、ＪＡいわて花巻 


